
■第１回ＰＴでの議論

＜委員からの主なご意見＞

・富山県を俯瞰して全県的なまちづくりの支援組織として、
官民一体のコミュニティシンクタンクの創設を目指す。

・県内各地域で新しい価値観をもって面白いことに取り組む
人やそれらの人々の連帯を増加させることが富山を変えて
いくこと。

・プランニングに時間をかけるやり方は時代遅れ。学生など
若い人たちが取り組むようなトライアンドエラーの活動に
対して県が認めてサポートしてあげるような動きが必要。

・ＰＴの実施方法について、委員全員が一堂に会して議題に
則る形は古い。核となるコアな考えや方向性は共有できた
ので、今後はこの輪（仲間）を広げていく活動が重要。
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